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あらまし 本稿は電気味覚による味質変化の食メディアへの応用について横断的に提案および考察を行ったもの

である．これまで電気味覚は直接呈示による味覚検査や他感覚の代替呈示で用いられていたが，本稿では飲食物に

付加する手法を構築し，その上での電気味覚の活用法を提案している．さらに本稿では食における人間，科学，メ

ディアの関わりについて議論をした上で，基盤となる飲食物への電気味覚付加装置の提案および呈示刺激における

現在までの知見を述べ，その活用法について提案と考察を行う．そして，電気味覚による味質変化の食メディア応

用が食および人間，科学，メディアに与える影響について議論し，現時点での成果を踏まえ今後の問題と方針につ

いて述べる． 
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Abstract In this paper, we described application of electric taste to media on eating activities. Previous research developed 

the method to use gustatory test and alternative sensation presentation system to attaching electrode directly. In contrast, our 

proposal use electric taste as seasoning and additive, so we developed electric taste output system through foods and drinks. In 

this paper, first we described about relation between food and human, science and media. Second, we proposed apparatuses to 

add electric taste and stimulus we can use these apparatuses as basis of my research. And we proposed and described several 

methods to utilize the system. Finally, we described about contribution of our research following eating activities and human, 

science and media. 
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1. はじめに  
電気味覚とは味覚器が電気刺激を受容した際に感

じられる金属味，酸味，塩味などの味質変化である [1]．

1754 年に発見され，近年では簡易味覚検査，情報呈示

手法に活用されているが，電気刺激を直接舌面に提示

する手法での工学・生理学分野的応用に留まっている． 

本研究では，この電気味覚を飲食分野に応用する手

法について，これまでの著者の提案を紹介する．まず

技術的基盤として飲食物を介して電気味覚を舌面に呈

示する装置を説明し，飲食物へ付加する味質としての

電気味覚について議論する．そして本装置が持つ電気

回路の利用および電気味覚が持つ即時性，可逆性を利

用した提案として，複数人での味質変化共同体験手法，

提案装置を入出力に用いる複合感覚呈示手法について

提案を行う．また，電気味覚による味質変化を活用し

た電気味覚の配信手法と味覚器で感知可能な情報の拡

張について述べる．最後に電気味覚の代替味覚として

の利用法を展望として述べ，電気味覚による味質変化

の食および人間，科学，メディアへの貢献について考

察を行う．  

2. 関連研究  

2.1. 味の受容と構造  
味覚は人間の場合主に口内，特に舌面上に多く存在

する味覚器で受容・伝達される．飲食物に含まれる化

学物質を細胞の口腔側が受容することで脱分極が起こ

り，そこで発生する電位が活動電位として基底側から

味神経に伝達される．刺激の結果脳で処理される味の

種類は様々だが，現在甘味・塩味・酸味・苦味・うま
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ロードし再生

では電気味覚

幅器を用いる

は難しくない

集ソフトで作

主流となって

で，これまで

.3. 電気味覚

既存の波形信

共有できる電

レシピともい

で調理手法に

シピは味質の

いる．よって

の若干の能力

伝達できると

電気味覚レシ

レシピの改良

された食材以

調味料に近い

に存在するあ

を電気味覚レ

にレシピの共

える．  

究での実験で

臓疾患および

題ない被験者

に含まれる実

み換え実験に

究に関する倫

る．  

付加装置の食

配信  

覚配信につ

e や Podcast

アップロード

が充実してい

構成されたも

きる．そのた

む素材はすべ

加えて呈示

定多数のユー

タを配信する

覚配信手法

信は，主に音

所有する増幅

音素材を動画

ードし，一方

生する．再生

覚を引き起こ

る．電気味覚

いが，呈示波

作成可能であ

ている動画・

で共有された

覚配信にお

信号を含むデ

電気味覚呈示

いえる．レシ

によって記述

の変化そのも

て個人の味の

力差を除けば

いえる．  

シピは既存の

良も可能であ

以外で試すこ

いと考えられ

あまねく波形

レシピとして

共有に準じた

は被験者に事

妊娠の可能性

に同意を得て

験に対して

関する安全及

理委員会」へ

食メディア

ついて  
などネットワ

し，不特定多

る．共有され

のは電気味覚

め，ネットワ

て電気味覚呈

刺激を音響情

ザに電気味覚

ことも可能だ

法  
素材の製作と

器での再生か

・音楽配信ま

でユーザは該
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すには不足し

専用の編集

形刺激は既存

る．また配信

音楽配信サイ
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おけるレシピ
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データは，電
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されていたが

のを波形信号

嗜好および味

，味に対する
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る．また配信

とがユーザに
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性がないか調
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及びヒトを対

への申請を行

への活用
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または共有サ
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の出力刺激の
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・配信機構の

存の音楽・波

信においても

イトを用いる

活用できる．

ピ  
び電気味覚配

電気味覚にお

で文書と画像

が，本提案で

号として記述

味覚の差，増

る情報を直接

同じく配信さ

信者によって

に委ねられる

ネットワー

でき，既存の

感想の共有が

点が，新規だ

かの
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る．

理工

対象
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のう

て用
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れる． 
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食
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で片
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器や

た使

4.3

4.3
生

界

適刺

2. 電気味覚

2.1. 複数人

食事を行う環

ことながら複

といえる．他

での食事とは

に，一緒に同

者の親密さを

の研究では，

行動により被

たと報告して

達，共有する

ミュニケーシ

電気味覚付加

いても提案し

でも動作する

手をつなぐ，

化する手法を

2.2. 提案手

ここでは相手

化に用いる手

付加装置の複

いない形での

両極を口内に

用いる場合，

を飲み，その

作を行うと両

図 3 左）．そし

を飲むことが

3 複数人使用

食料の場合提

えることがで

片方が金属食

の動作で回路

覚の付加され

や食卓に付属

使用ができる

3. 電気味覚

3.1. 電気味

生物は，各感

を理解し反応

刺激や閾値が

覚の共同体験

での飲食行

環境では，調

複数の飲食者

他者との食事

は異なるイン

同じ物を食べ

をより増加さ

飲食物を共

被験者の学生

ている [16]．

る Lover’s Cu

ションや親密

加装置では，

してきた．そ

ることも確認

食べさせる

を提案する．

法  
手への接触や

手法として，

複数人での使

の複数人での

に呈示する飲

2 人がそれ

の間に手をつ

両者の体も含

して両者同時

が可能である

 

用法時の回路構

提案した装置

できる．2 人

食器を持ち，他

路が構成され

れた食料を味

属させればさ

るものと考え

覚による味覚

覚による味

感覚受容器か

応する．それ

がある．セン

験  

行為  
調理者と飲食

者間のインタ

事は，会話を

ンタラクショ

べる，相手に

させるものと

共有する・相

生たちが実験

また Chung

up[17]を提案

密さの増強を

人体を回路

そして回路に

認している．

るといった行

 

や食べさせる

両極を口内

使用手法と食

の使用手法に

飲料用インタ

れぞれ 1 本の

つなぐ，相手

含んだ形で回

時に電気味覚

る．  

構成（左：飲料

置を用いずに

人が異なる電

他方に食べさ

れ，食べさせ

味わえる．電

さまざまな食

えられる．  

拡張  

味覚拡張と

から得られる

らには機能的

ンシング技術

 

者間の交流も

ラクションも

はじめとして

ンを持ってい

与える行為は

といえる．M

手に与えるな

前より親密に

らは飲む行動

し，遠距離で

支援している

に用いる手法

用いる人体が

本節では複数

為に伴い味質

る行為を味質

に呈示する飲

料用付加装置

ついて述べる

フェースを

ストローから

の皮膚に触れ

路が構成され

の付加された

料用  右：食料用

に味質の変化

極を持った状

させる（図 3 右

られた側は電

極を皿などの

事環境に合わ
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もさ
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いる．
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Miller
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数人
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提
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外
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ON

きる

4.3
味
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い場

覚に

味の

ま

るこ

覚受容器の閾

を理解してい

全部を欠損し

ところでこれ

取得・補完す

きた．これら

られると考え

つ目は別の

凸という触覚

あげられる．

のように機能

持つもの，虫

に増強させる

が受容不可能

来不可視であ

ラや，仮想世

補う拡張現実

Edible User In

の組み合わせ

別出来る拡張

換え，舌で“

る．またわれ

および舌を使

は厳密に言え

んでいるが，

に変わりはな

を各種センサ

用いて，味覚

.2. 提案手法

提案手法は外

シング部の情

部，そして処

激として呈示

外部から得た

ら検知された

処理部では

出力強度や出

ス呈示におい

/OFF 制御で

ることが確認

.3. 電気味覚

味覚器が弁別

含まれた混入

場合もある．

に置き換え提

の違いを弁別

また，味覚器

こともできる

閾値外にも物

いるほか，感

した際に，不

れまで感覚受

するために様

らは手法と目

えられる .   

の器官での代

覚情報に代替

2 つ目は元

能を一定水準

虫眼鏡のよう

るものに分類

能なものを受

ある X 線や赤

世界の情報を

実感技術など

nterface[18]や

せの提示によ

張的な提案や

“視る”代替

れわれは幼児

使っていると

えば温度，触

口内をより

ない．そこで

サで検出し，

覚機能の拡張

法  
外部の情報を

情報をもとに

処理部で生成

示する出力部

たい情報にあ

た情報を数値

は，センサか

出力パターン

いては，おお

で味覚器に点

認されている
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提示すれば，
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器で受容可能
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からある機能

まで向上させ

に一定水準に

される．3 つ
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的情報がある
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る点字が例と
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る拡張である
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を電気刺激に
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る [19][20]．こ

覚以外の情報
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外部からの

置き換える手

ンシング部，

ンを生成する
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処理部に送信
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出するセンサを口元に装着して，呼気と吸気に含まれ

る二酸化炭素濃度を検出する．その情報を電気刺激と

して味覚器に呈示すると，われわれは呼気と吸気の違

いも味として感じることができると考えられる．また，

音楽を味わうことも可能となる点では，他感覚器官が

感知する情報を代替する用途でも用いることができる． 

ここで問題となるのが味覚の「慣れ」である．ある

味質の食材を継続的に摂取すると，その味に対する慣

れが生じることがある．そして電気味覚でも同等の慣

れが起こることが懸念される．このような慣れが生じ

ると意図通りの呈示は行えないため，慣れによる電気

味覚の感知状態の変化を調査し，出力部に反映させて

いく必要があると考えられる．  

4.4. 付加装置の入出力利用と複合感覚呈示  

4.4.1. 付加装置の入出力装置としての利用  
電気味覚付加装置は味質の出力を主な用途として

回路を構成している．しかし実際に装置を用いて飲食

した時，回路内の抵抗値や通電状態の変化が起こる．

これは飲食行為の検知であり，同時に本装置は飲食行

為の入力にも用いることができるといえる．この検

知・入力手法はカメラなど付随する認識機構を必要と

せず，検出機構も非常に簡便だと考えられる．  

電気味覚は，閾値以上の電気刺激を受けた際に感じ

られる．そのため，閾値以下の電気刺激を呈示した状

態では，通電状態や抵抗値の変化のみを検知できる．

もちろん閾値以上の電気刺激を与えれば，味質の変化

を呈示できるため，味覚呈示としては入力・出力装置

単体としても，入出力装置としても使用可能である．

ここでは，入出力装置としての活用について，映像鑑

賞時の味覚呈示を例に説明する．  

4.4.2. 提案手法  
提案手法での入出力活用例として，まず出力装置と

しての活用法があげられる．例えば映像内の役者が行

った飲食行為に合わせ鑑賞者側の飲食物の味を変化さ

せる際は，対象シーンのみ電気味覚付加装置に電気刺

激を出力するよう設定する．すると通常のシーンでは

味質の変化はなく，役者も鑑賞者も飲食した場合のみ，

鑑賞者が飲食物の味質の変化を感じられる．   

次にあげられるのが入力装置としての活用法であ

る．例えば映像内の役者と同時に飲食をした時のみ映

像を切り替えたい場合，閾値以下の電気刺激を定常的

に呈示しておき，対象のシーンでの飲食行為があるか

検知する．通常のシーンで飲食をしても映像に変化は

ないが，役者の飲食シーンで鑑賞者も飲食した場合の

み，映像側が変化する．これは特定シーンでの連動の

ほか，鑑賞者の一定時間内の飲食回数に合わせ映像の

展開を変えるインタラクティブムービーやゲームの作

成にも活用できる．   

最後は入出力装置としての活用法で，映像・味質の

双方を変化させる．閾値以上の刺激を呈示したり，検

知してから閾値以上の刺激に切り替えたりする設定に

よって映像と味質の変化を同時に提示できる．  

実験 [21]から，本装置での電気味覚刺激の呈示から

知覚までのレイテンシは，先行研究でのレイテンシと

大きな差が無いことが示唆された．そして視覚刺激と

電気味覚刺激を同じタイミングで呈示した場合，ほぼ

すべての被験者で電気味覚刺激のほうが後に知覚され

ることが示唆された．  

上記のことから常にレイテンシを考慮し補正を行

う必要はないと考えられる．実験で得られたレイテン

シ差は，電気味覚刺激そのものでは通常味覚呈示での

反応時間との差は少ない．そのためリアリティを追及

したりする場合には補正は必須ではなく，電気味覚刺

激を視覚刺激よりわずかに前に呈示するといったよう

な非現実的な呈示の際のみ，本実験から得られた知見

を用いて調整を行えばよいと考えられる．  

5. 電気味覚の今後の可能性  
電気味覚は味質評価実験によると，金属味，酸味，

塩味などが主に感じられ，一定以上の電気刺激が与え

られると痛みのような刺激を有するとされている [1]．

著者らのこれまでのデモンストレーションの中でも，

「ぴりぴりとしたような感覚がある」「すっぱい感じが

する」「電池をなめたときの感覚に似ているときがある」

という意見があることから，飲食物に付加した際も電

気味覚特有の味はある程度感じられると考えられる．  

しかし，著者らが試行した数十種の食材と電圧を変

化させた電気味覚の組み合わせの調査では，飲食物に

付加したとき特有と考えられるコメントも得られてい

る．例えば酸味や塩味の強いものや苦味のある食材と

の組み合わせに対して「食材の味が強まったように感

じる」という意見を得ている．また，食材の質感によ

り電気味覚を既存の調味料のように受け止められる可

能性も示唆されてきた．  

そこで著者らは電気味覚を飲食物に付加した場合，

直接電極を呈示した場合とは異なった効果も得られる

のではないかという仮説を立てている．そして，もし

その仮説が正しければ，電気味覚は新たな調味料とし

て用いられるだけでなく，既存の調味料や味呈示物質

の代替として活用できることとなる．  

電気味覚は味質のみが変化し，栄養価を持たない．

そのため，電気味覚による味質変化を他の調味料や味

付けと錯覚できれば，味のクオリティを確保したまま

栄養過多を防ぐ，逆に一定の栄養がある食材に対し味

のバリエーションのみを増やす手法で用いることがで

きる．そのため，健康維持や食料不足時での食の精神

的豊かさに貢献できると考えられる．  



 
  
 

 

6. 総合考察  

6.1. 電気味覚の食と科学への貢献  
電気味覚は電気刺激の呈示タイミングや刺激パタ

ーン，強度を即時的かつ可逆的な味の変化として活用

できる．そのため工学分野で培われた知見を人体呈示

範囲内で広く応用できる．音響処理分野で培われた波

形編集における知見も，味のバリエーションに大きく

影響するものと考えられる．  

また情報科学分野で提案されている他感覚提示を

用いた食への情報重畳技術と併用することで，より豊

かな食の表現を行うことができる．  

6.2. 電気味覚の食と人間への貢献  
電気味覚で呈示できる味質は現在限定されている

ものの，人間にとっての生存のための食，精神的充足

のための食に大きく貢献できると考えられる．  

まず，生活習慣病への予防に活用できると考えてい

る．電気味覚で味質の変化のみ呈示し，余分な栄養摂

取を抑えられれば，飲食物のおいしさを損なわないま

ま健康に配慮することが出来る．また，食糧問題その

ものを解決することはできないが，限られた食材での

栄養的に十分な料理に対し味のバリエーションを加え

て楽しむことができると考えられる．  

調理法については，新たな調味料および制御手法を

提案しているため，活用した新規な調理の手法などを

提案できると考えられる．これまでのユーザの使い方

では，臭みを消すような用途や好みでない食材への味

のマスクとした例も見受けられている．  

6.3. 電気味覚の食メディアに対する貢献  
著者らは電気味覚配信を新たなレシピの配信手法

だと捉えている．文章記述によるレシピの伝達から，

呈示味刺激そのもののレシピの伝達へとシフトしたこ

とで，作者の意図した味をより直接的に伝えられるほ

か，食材との組み合わせを受け手側が試行錯誤する部

分で，新たな組み合わせレシピが構築される可能性も

あると考えられる．また，これまでの料理の調理法に

はない味の編集手法がとられているため，料理そのも

ののスキルだけでなく，波形編集技術や電気的知識を

持った新たな層が料理に切り込める糸口にもなると考

えられる．  
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